
- 1 - 

    

 

 

 

    

 

   

梅雨に入り、あじさいの花の美しい季節になりました。 

おかげ様で「ＮＰＯばく」も発足して４年が過ぎ、皆さまの温かい支援のおかげで、

少しずつ子どもたちの育ちに手ごたえを感じることができるようになってきました。 

環境面では１月に教室の引っ越しを行い、刺激の統制が図られた部屋で学習すること

ができるようになり、スタッフ一同また新たな気持ちで指導に励んでおります。今年は、

はじめて助成金（生命保険協会）をいただきました。障害児支援のＮＰＯとしての活動

を認めていただいたようです。しかし、まだまだ引っ越ししたばかりで、設備面で不十

分な所が多々ある状況です。 

皆様のバックアップなしでは厳しい中での運営です。今後も「ばく」の活動に一層の

ご支援・ご協力を賜りますよう、賛助会員の継続をお願い申し上げます。 

 

１．今年度在籍 

１年 ３名 ４年 ７名 中１ １名 

２年 ２名 ５年 ８名   

３年 ５名 ６年 １０名 計 ３６名 

 

現在、児童数３６名が「ばく」にて学習中です。１日に９名、火曜～金曜まで、空き

時間がないほど、「ばく」に通っての指導を希望してくださる方が多く、このような活

動の需要をひしひしと感じています。今年度は６年性が多いので、来年度は新たに受け

入れることができるだろうと思っています。 

 

２．研究発表等 

（１）「ばく」のスタッフは、ビジョントレーニング等様々な講習会に参加して支援ス

キルの向上を目指しています。 

 

（２）「ばく」のスタッフは、指導のあり方についてのご意見をいただくため、学会発

表に積極的に取り組んでいます。 

①ＬＤ学会のポスター発表（渡邉・海野・郷式） 

            （今泉・渡邉） 

            （渡邉・浜部） 

②Ｓ・Ｅ・Ｎ・Ｓ（特別支援教育士）静岡支部会での発表（渡邉・今泉・浜部） 

③静大付属特別支援学校にて実践研究発表（渡邉・今泉・浜部） 

         「ばく」の活動を発表 

④臨床発達心理士会実践研究論文（渡邉・今泉） 
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理事長就任あいさつ 

今泉 依子 

 2008 年に渡邉さんといっしょに NPO を立ちあげるにあたって、「２人のうちどちらか

に事情ができたらやめよう」と話していました。でも、４年が過ぎ、子どもが育つのと

同じように、NPO の組織も育ち、スタッフも力をつけてきました。応援してくださる賛

助会員の方々も増えてきました。保護者にとっての心のよりどころになっていることも

感じています。「ばく」は個人の思いを超えて、社会的に認められた NPO 法人に育った

のだと改めて思いました。だから、スタッフとの話し合いの中で、続けることを選択し

ました。何よりも、子ども達が変わっていくという事実が、スタッフが「ばく」を続け

ていこうとするエネルギーになっていることを実感しました。 

 ５月の総会を挟んだ２ヶ月間は、理事長を引き受けることの意味を問い直す時間にな

りました。代表者変更登記、事務所移転登記、NPO 法改正に伴う定款変更等の書類作成

…と、認可をうけるために、市役所や法務局等に何度も問い合わせました。一見無味乾

燥な「定款」の字句のなかに、作成責任者の渡邉さんがこめた思いを引き継ぐのだと感

じながら、書類を何度も読み直し、書き直す作業をしました。そして、書かれたことば

が私たちの行動基準になるということを強く感じました。 

 事務能力の低い私が理事長になります。でも、温かい応援が頂ければ、続けていける

と思います。どうぞ、今後ともよろしくお願いします。 

 

理事長退任あいさつ 

渡邉 静代 

 2007 年 8 月に準備会を発足させ、2008 年 4 月から活動を開始し、4 年余りの月日が

経ちました。2008 年 10 月に NPO として認可され、理事長に就任しましたが、このたび

家庭の事情で京都に引っ越すことになり、理事長を退任いたします。何分未熟で行き届

かないことが多い私でしたが、賛助会員の皆様、保護者の皆様、スタッフの皆様、献身

的に支えてくださるサポーターの皆様のおかげで、大過なく活動を軌道に乗せることが

できました。 

 発達障害のある子への学習支援を通し、「自分の学び方や学習スタイルを獲得するこ

とによって、学ぶことの自己効力感が持てるようにする。そのことが自己理解にも繋が

る」ことを願って活動してきました。また、発達特性を踏まえ、保護者がより具体的な

対応の方法を理解できるように支援してきました。子どもたちの育ちに手応えを感じ、

保護者の願いに応えることができるようになり、やっとその成果を語ることができるよ

うになってきたところでの離任に限りない寂しさと、道半ばで様々な重荷をスタッフに

引き継いでもらわなければならない申し訳なさで一杯です。 

 先日インターネットで発達障害児支援について検索していましたら、当会のことが紹

介されていました。相談も指導も行えるところは全国でもまだまだ少なく、さらなる活

動が期待されていることを知りました。皆様方の温かい応援あっての活動です。今後と

もより一層のご支援を賜りますようお願いいたします。 

最後になりましたが、今後は一理事として当会の活動の側面援助をしていく所存です。 
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